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神社年中行事の形成背景─ 1 ─

は
じ
め
に　

　

神
社
で
行
わ
れ
る
神
事
（
祭
祀
）・
行
事
は
い
つ
か
ら
、
誰
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
年
中
行
事
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
疑
問
に
つ
い
て
、
個
別
神
社
や
個
別
行
事
に
関
す
る
研
究
は
み
ら
れ
る

も
の
の
、
神
社
年
中
行
事
を
巨
視
的
に
比
較
検
討
し
た
上
で
の
見
解
は
必

ず
し
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
神
社
が
全
国

に
多
数
存
在
し
、
そ
の
歴
史
的
背
景
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
何
よ
り
も
神

社
年
中
行
事
を
探
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
に
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
網

神
社
年
中
行
事
の
形
成
背
景

─
節
日
神
事
を
中
心
に
─

鈴
木
聡
子

羅
的
に
見
る
作
業
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
点
に
、
原
因
の
一
つ
が
あ
る
と

い
え
る
。

　

神
社
年
中
行
事
に
関
す
る
史
料
は
、
平
安
時
代
以
降
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、
な
か
で
も
朝
廷
と
の
関
係
の
深
い
二
十
二
社
や
、
国
衙
と
関

わ
り
の
あ
る
諸
国
の
一
宮
等
に
関
す
る
中
世
史
料
が
比
較
的
多
く
残
さ
れ

て
い
る（

1
（

。
本
稿
で
は
、
特
に
二
十
二
社
の
上
位
社
で
、
臨
時
祭
や
神
社
行

幸
な
ど
、
天
皇
か
ら
格
別
の
崇
敬
を
受
け
、
都
近
辺
に
鎮
座
す
る
と
い
う

点
で
一
定
の
類
似
性
を
見
る
石
清
水
社
、
賀
茂
別
雷
神
社
、
春
日
社
な
ど

を
対
象
に
、
平
安
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
神
社
年
中
行
事
の
様
相
を
比
較

検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
形
成
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
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を
目
的
と
す
る
。

第
一
章　

神
社
年
中
行
事
の
構
成
と
問
題
点　

　

中
世
の
神
社
年
中
行
事
に
つ
い
て
、
史
料
を
も
と
に
抽
出
す
る（

2
（

と
、
主

に
由
緒
に
関
わ
る
神
事
や
、
氏
族
が
奉
斎
す
る
神
を
共
同
で
祀
る
氏
神
祭

祀
、
節
日
神
事
、
農
耕
に
関
わ
る
祭
祀
、
仏
教
法
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る（

（
（

（
表
1
「
主
な
神
社
年
中
行
事
一
覧
」
参
照
）。

　

そ
も
そ
も
、
古
代
の
神
社
に
お
け
る
恒
例
の
祭
祀
と
は
氏
神
祭
祀
が
中

心
で
あ
り
、
互
い
に
氏
人
と
し
て
の
地
位
を
確
認
す
る
場
で
あ
っ
た
。
こ

の
古
代
の
神
社
の
恒
例
祭
祀
に
つ
い
て
、
岡
田
莊
司
氏
は
古
代
か
ら
中
世

へ
の
国
家
祭
祀
制
度
の
変
遷
を
解
明
す
る
な
か
で
、
平
安
時
代
に
入
る
頃

よ
り
、
従
来
の
律
令
祭
祀
制
と
は
異
な
る
性
格
の
祭
祀
制
が
形
成
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
着
目
し
て
い
る（

（
（

。
岡
田
氏
は
、
称
徳
朝
の
春
日
祭
を
は
じ
め

平
安
時
代
に
か
け
て
天
皇
の
外
祖
父
母
の
氏
神
や
、王
城
鎮
護
の
神
な
ど
、

特
定
の
神
を
祀
る
神
社
の
恒
例
祭
祀
（
賀
茂
祭
・
松
尾
祭
・
石
清
水
放
生

会
な
ど
）
が
、
国
家
の
内
延
機
関
お
よ
び
天
皇
近
臣
の
関
与
す
る
公
的
な

祭
祀
（
公
祭
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
経
緯
を
詳
細
に
示
し
た
。

　

仏
教
法
会
に
つ
い
て
は
、
主
に
上
島
享
氏（

（
（

や
嵯
峨
井
建
氏（

（
（

ら
に
よ
っ
て

研
究
が
進
め
ら
れ
、
境
内
に
お
い
て
仏
教
法
会
が
行
わ
れ
る
神
社
の
状
況

を
中
世
的
神
社
と
位
置
づ
け
、
古
代
の
神
社
と
の
性
格
の
差
異
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
特
に
上
島
氏
は
、
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
初
期
に
か
け
て

社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
新
た
な
宗
教
秩
序
が
構
築
さ
れ
る
中
世
社
会

の
形
成
期
と
位
置
づ
け
て
注
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
承
平
・
天
慶
の
乱

を
契
機
と
し
て
神
祇
秩
序
が
整
備
さ
れ
、
十
世
紀
末
に
確
立
す
る
天
皇
と

関
係
の
深
い
二
十
一
社
を
対
象
と
し
て
十
一
世
紀
以
降
、
社
頭
で
臨
時
の

仏
事
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
神
仏
習
合
が
展
開
す
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
期
に
は
神
職
と
社

僧
か
ら
な
る
神
社
組
織
が
形
成
さ
れ
、
仏
教
法
会
の
恒
例
化
、
そ
し
て
境

内
へ
の
読
経
所
や
経
蔵
、
仏
塔
と
い
っ
た
仏
教
施
設
の
設
置
な
ど
、
中
世

的
神
社
形
成
の
実
態
に
つ
い
て
、
両
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
神
仏
習
合
の
展
開
に
天
皇
や
院
、
摂
関
家
に
よ
る
推
進
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
た
点
は
重
要
な
指
摘
と
い
え
る
。

　

一
方
で
、
こ
の
他
に
神
社
年
中
行
事
を
構
成
し
て
い
る
恒
例
神
事
の
形

成
に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
比
較
検
討
を
試
み
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど

進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
中
世
に
お
い
て
天
皇
か
ら
貴
族
・
武
士
・

百
姓
に
い
た
る
ま
で
階
層
ご
と
に
同
一
日
に
同
一
内
容
で
、
そ
し
て
重
層

的
に
実
施
さ
れ
る
行
事
を
取
り
上
げ
、
民
衆
統
合
儀
礼
と
し
て
機
能
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
井
原
今
朝
男
氏
の
研
究
が
見
ら
れ
る（

（
（

。
特
に
神
社

の
節
日
神
事
（
井
原
氏
の
論
で
は
「
五
節
供
」
と
位
置
付
け
る
）
に
触
れ
、
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賀茂別雷神社 石清水社 松尾社 春日社
1・1 御とびらきの御神

事（御戸開き・白
散）

朝拝・御節 御戸開 御 節 供（1日 ～8
日）・御神事（旬
御供）

1・1～（ 修正
1・2 御節 御こわ物・日供供

進
1・（ 御節 御こわ物・日供供

進
1・（ 七日御神事（白馬） 御節（七種若菜奉

備）
御こわ物日供奉・
白馬

1・11 御神事
1・1（ 御棚御神事
1・1（ 粥杖御神事 御節（御粥奉備）・

踏歌
御こわもの・御粥
供進

御節供

1・1（ ぶしやのゆみの御
神事

1・19 心経会
1・21 御神事・社頭一切

経転読
1・2（ 西御前比咩大神御

国忌
1・初卯 卯杖の御神事
1・子 ねんとうの御神事
1・晦日 心経会
2・1 御石塔神事 御神事
2・（ 仲哀天皇御国忌
2・申 恒例二季御祭
2・11 御神事
2・1（ 応神天皇御国忌 踏歌御菓子供
2・21 御神事
2・初酉 祈年神事
2・卯 御神楽神事
2・吉日 とけ（土解）の御

まつり
（・1 御神事
（・2 三 月 三 日 御 神 事

（正禰宜調進御供）
（・（ 三 月 三 日 御 神 事

（松もちゐ・草も
ちゐ・桃花）

御節（供桃花・修
仁王講）

三 月 三 日 御 神 事
（正祝調進御供）

御節供

表１　主な神社年中行事一覧
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賀茂別雷神社 石清水社 松尾社 春日社
（・11 御神事
（・21 御神事
（・第2卯 御輿迎神事
（・中午 臨時祭
（・晦日 卒塔婆会
（・1 きぶねの御神事 更衣御節 御神事
（・（ 御節
（・8 灌仏・御節
（・9 恒例二季御神楽
（・9-1（ 恒例二季御八講
（・11 御神事
（・1（ 神功皇后御国忌
（・21 御神事
（・初未 四月祭礼御神事
（・初申 四月祭礼御神事
（・初酉 四月祭礼御神事
（・中午 御祭（御禊）・み

あれの次第
（・中酉 御まつり
（・中戌 かえりあそび
（・吉日 うゑの御まつり
（・1 御馬番の御神事 御神事
（・（ 菖蒲の御神事 菖蒲神事（正禰宜

調進御供）
（・（ 五日御神事（菖蒲

供進・競馬）
御節（菖蒲供進・
騎射・競馬）

菖蒲神事（正祝調
進御供）

御節供

（・11 御神事
（・21 御神事
（月中 胡瓜御料
（・1 御神事
（・11 御神事
（・21 御神事・春季御供

備進
（・（0 みなづき御神事 御祓御節
（月吉日 御手代神事（社務・

禰宜方）
御田代御神事

（・1 御神事
（・（ 七日の御神事（む

ぎ供進）
御節（索餅供進） 七日神事（むぎ奉

備・むしはらい）
御節供
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賀茂別雷神社 石清水社 松尾社 春日社
（・11 御神事
（・1（ 盂蘭盆講・安居 御節供
（・21 御神事
（月中 御手代神事（祝方） 舂上神事（十四日

以前に行う）
8・1 御神事
8・11 御神事
8・1（ 放生会
8・1（ 御倉納
8・21 御神事
9・1 一日御神事 御神事
9・（-8 恒例二季御八講
9・8 うちとり（内取） 九日会神事（正禰

宜調進御供）
9・9 九 日 き く の 御 神

事・相撲十番
御節（供菊花） 九日会神事（正祝

調進御供・相撲・
神輿御出）

御節供　相撲・舞
楽

9・11 御神事
9月・1（-
1（

若宮御祭

9・21 御神事
9・2（ 春日読経
9・晦日 卒塔婆会
9・吉日 六節神事
10・1 更衣御節 御石塔神事 御神事
10・（ 御石塔神事
10・11 御神事
10・1（ 御油神事
10・21 御神事
10・22 一切経会
11・1 きぶねの御神事 御神事
11・8-9 恒例二季御祭
11・11 御神事
11・上卯 御節・御神楽
11・中寅 御さうじ（掃除）

の御神事
十一月御神楽神事

（正禰宜調進御供）
11・中卯 さうしやうゑ（相

嘗会）神事
十一月御神楽神事
（正祝調進御供）

11・中辰 なうらひ（直会）
の御神事

十一月御神楽神事
（直会）
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賀茂別雷神社 石清水社 松尾社 春日社
11・21 御神事
12・1 御神事
12・11 御神事
12・20ご
ろ

御三十講

12・21 御神事
12・29 少つごもり御神事
12・（0 御とうの御神事
12・吉日 臨時御供 御庚申神事

主
に
農
村
に
お
け
る
百
姓
層
が
属
す
る
荘
園
鎮
守
社
や
村
落
寺
社
の
年
中

行
事
史
料
を
も
と
に
、
領
主
と
農
民
が
支
配
・
被
支
配
を
越
え
て
在
地
に

お
け
る
社
会
的
共
同
秩
序
を
再
確
認
す
る
行
事
で
あ
る
と
考
察
し
た
。
本

稿
で
対
象
と
す
る
よ
う
な
神
社
に
つ
い
て
は
、
天
皇
・
貴
族
と
の
関
係
を

有
す
る
権
門
寺
社
と
位
置
付
け
て
、
百
姓
層
が
属
す
る
階
層
と
区
別
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
階
層
ご
と
の
節
日
神
事
の
実
施
を
通
し
て
「
こ
う
し

た
民
衆
統
合
シ
ス
テ
ム
の
上
に
天
皇
の
儀
礼
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
天
皇
が
儀
礼
王
と
し
て
の
権
威
を
も
ち
え
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
井
原
氏
の
研
究
で
は
、
同
一
日
に
行
わ
れ
る
年
中
行
事
に
つ

い
て
、
社
会
統
合
機
能
の
観
点
か
ら
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
ら
が
形
成
さ
れ
る
歴
史
的
背
景
や
神
事
と
社
会
と
の
動
態
的
な
関
係

が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

　

そ
し
て
、
な
ぜ
そ
の
神
事
を
神
社
に
お
い
て
恒
例
化
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
、
と
い
う
形
成
過
程
の
本
質
的
な
部
分
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
問
題
点
も
未
だ
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

表
1
か
ら
は
、
節
日
神
事
が
神
社
年
中
行
事
の
な
か
で
多
く
の
割
合
を

占
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
第
二
章
で
示
す
が
、
宮
中

節
会
に
類
似
し
た
次
第
を
行
っ
て
い
る
例
が
見
え
る
こ
と
が
特
徴
の
一
つ

と
い
え
る
。

　

例
え
ば
、
松
尾
社
の
九
月
九
日
の
節
日
神
事
に
つ
い
て
『
東
寺
百
合
文
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書
』
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
九
月
六
日
の
官
宣
旨
案
に
「
当
社
第
一
之

大
神
事
也
」
と
し
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
神
社

年
中
行
事
の
な
か
で
も
特
定
の
節
日
神
事
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看

取
で
き
る
。
対
象
神
社
を
通
し
て
、
な
ぜ
節
日
神
事
を
神
社
年
中
行
事
と

し
て
形
成
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
を
さ
ら
に
考
察
し
た
い
。

第
二
章　

節
日
神
事
の
内
容
構
成
と
特
徴

　

節
日
神
事
と
御
供

　

そ
も
そ
も
節
日
と
は
、
雑
令
諸
節
日
条
に
「
正
月
一
日
、
七
日
、
十
六

日
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
十
一
月
大
嘗
日
皆
為
二

節
日
一

」

と
あ
る
よ
う
に
国
家
行
事
を
行
う
日
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
嵯
峨
天

皇
の
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
に
初
め
て
勅
選
さ
れ
た
儀
式
書
『
内
裏
式
』

に
は
、
元
正
会
、
七
日
会
式
、
十
六
日
踏
歌
式
、
上
卯
日
献
御
杖
式
、
五

月
五
日
観
馬
射
式
、
七
月
七
日
相
撲
式
、
九
月
九
日
菊
花
宴
式
、
十
一
月

新
嘗
会
式
な
ど
、
ほ
ぼ
雑
令
節
日
条
に
そ
っ
た
日
に
ち
に
儀
式
が
載
せ
ら

れ
て
お
り
、
平
安
時
代
初
期
を
中
心
に
宮
廷
の
儀
式
が
整
備
さ
れ
、
季
節

の
節
目
に
天
皇
が
豊
楽
院
、
紫
宸
殿
、
武
徳
殿
な
ど
に
出
御
し
、
群
臣
に

宴
を
賜
る
節
会
が
行
わ
れ
た
。
節
会
は
、
節
日
に
天
皇
と
官
人
が
一
堂
に

会
し
て
毎
年
行
わ
れ
た
饗
宴
で
、
天
皇
と
官
人
を
結
び
つ
け
る
機
能
を
果

た
し
た
儀
礼
と
し
て
古
代
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
た（

8
（

。

　

神
社
に
お
け
る
節
日
に
視
点
を
戻
す
と
、
表
1
で
示
し
た
よ
う
に
、
節

日
（
主
に
正
月
元
日
、
正
月
七
日
、
正
月
十
五
日
、
三
月
三
日
、
五
月
五

日
、
七
月
七
日
、
九
月
九
日
）
の
日
に
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
共

通
し
て
見
え
る
。　

　

こ
の
節
日
に
執
り
行
わ
れ
る
神
事
内
容
の
構
成
要
素
を
分
析
し
て
い
く

と
、二
つ
の
構
成
要
素
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。ま
ず
、

神
事
の
中
核
が
御
供
と
し
て
季
節
の
植
物
や
食
物
を
神
前
に
奉
る
こ
と
で

あ
る
点
が
共
通
し
て
見
え
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

神
事
次
第
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
賀
茂
別
雷
神
社
を
例
と
し
て
『
賀
茂

別
雷
神
社
嘉
元
年
中
行
事
』
正
月
元
日
条
・
三
月
三
日
条
・
五
月
五
日
条
・

七
月
七
日
条
を
も
と
に
見
て
い
く
と
、
大
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
祝
が
御
前
（
本
殿
）
御
戸
の
鑰
を
開
け
、
御
戸
開
き
を
す
る
。

・ 

御
内
の
中
（
本
殿
の
内
部
）
に
社
務
（
神
主
）
が
入
り
、
御
料
（
御

供
）
を
献
ず
る
事
を
担
当
す
る
が
、
社
務
に
渡
る
ま
で
禰
宜
方
と

祝
方
が
と
も
に
分
担
し
て
御
供
を
伝
供
し
て
奉
る
。

・
祝
詞
舎
で
社
務
が
祝
詞
を
奏
上
す
る
。

・
御
料
を
徹
し
、
祝
が
御
錠
を
し
て
御
戸
を
閉
め
る
。

・ 

神
前
で
の
神
事
の
後
、
本
殿
か
ら
場
所
を
移
り
、
神
職
達
に
よ
る
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直
会
・
饗
膳
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
次
第
の
主
な
要
素
は
、
全
神
職
が
結
集
し
て
①
神
前
に
て
節
日
の

御
料
（
御
供
）
を
奉
る
、
②
祝
詞
を
奏
上
す
る
、
③
神
前
で
の
神
事
の
後

に
場
所
を
移
し
て
神
職
達
に
よ
る
直
会
・
供
食
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

表
1
で
示
し
た
石
清
水
社
、
松
尾
社
、
春
日
社
に
お
い
て
も
同
様
の
要
素

が
節
日
神
事
の
次
第
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る（

9
（

。

　

こ
の
次
第
を
節
日
に
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
節
日
神
事
が
神
職
の
組

織
と
役
割
分
担
、
序
列
の
再
確
認
と
神
職
組
織
の
強
化
お
よ
び
秩
序
作
り

の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

こ
の
節
日
の
御
供
を
奉
る
神
事
の
創
始
に
つ
い
て
は
、
康
和
三
年

（
一
一
〇
三
）
に
始
ま
っ
た
と
す
る
春
日
社
の
例
が
確
認
で
き
る（

（（
（

。
藤
原

氏
の
氏
神
社
で
あ
る
春
日
社
は
、
氏
長
者
が
神
社
の
祭
祀
を
創
始
す
る
権

能
を
持
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
春
日
社
年
中
行
事
の
恒
例
祭
祀
の
創
始
に

全
て
関
与
し
て
い
る
た
め
、
当
時
の
摂
関
家
氏
長
者
で
あ
る
藤
原
忠
実
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

　

こ
の
他
、
賀
茂
別
雷
神
社
の
節
日
神
事
の
創
始
年
代
に
つ
い
て
、
神
職

組
織
の
序
列
と
神
事
の
内
容
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
神
職
組
織
化
と
神
領
形
成
に
よ
る
経
済
基
盤
の
安
定
化
が
な
さ
れ
た

十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
頃
に
神
職
達
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
推

測
で
き
る（

（1
（

。

　

宮
中
節
会
と
の
類
似
性

　

二
つ
目
の
特
徴
と
し
て
、
平
安
時
代
初
期
に
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
節

会
に
類
似
し
た
行
事
が
神
社
の
節
日
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
各
神
社
で
統
一
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
月
七

日
に
白
馬
、
一
月
十
五
日
に
踏
歌
、
五
月
五
日
に
騎
射
・
競
馬
（
走
馬
）、

九
月
九
日
に
相
撲
が
社
頭
に
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
表
1
か
ら
看
取
で

き
る
。

　

こ
の
う
ち
、
石
清
水
社
の
五
月
五
日
の
神
事
の
な
か
で
、
騎
射
・
競
馬

の
場
面
を
み
る
と
、
宮
中
の
五
月
五
日
節
会
に
由
来
す
る
所
役
が
登
場
す

る
が
、
こ
れ
ら
の
担
い
手
は
神
職
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
の
関
係
者
が
務

め
て
お
り
、
神
社
側
が
宮
中
節
会
と
関
係
す
る
見
立
て
の
所
役
を
担
う
な

ど
、
五
月
五
日
節
会
と
疑
似
的
に
対
応
す
る
形
を
作
り
出
し
て
い
た（

（1
（

。
大

治
二
年
（
一
一
二
七
）
五
月
五
日
に
石
清
水
社
の
別
当
の
関
係
者
が
見
立

て
の
役
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
最
も
早
い
例
と
し
て
み
ら
れ（

（1
（

、
少
な
く
と

も
こ
の
時
期
ま
で
に
は
神
社
の
行
事
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　

ま
た
、『
賀
茂
別
雷
神
社
嘉
元
年
中
行
事
』
か
ら
賀
茂
別
雷
神
社
の
白

馬
神
事
、
競
馬
神
事
と
相
撲
神
事
の
次
第
内
容
を
み
る
と（

（1
（

、
宮
中
節
会
で
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の
次
第
内
容
と
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
神
事
は
神
職
が
中
心
と
な
っ
て

執
り
行
っ
て
お
り
、
朝
廷
の
直
接
的
な
関
与
が
無
い
こ
と
が
特
徴
と
い
え

る
。
ま
た
、
明
確
な
創
始
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
五
月

五
日
神
事
に
関
し
て
は
、
十
一
世
紀
後
期
以
降
に
進
む
荘
園
寄
進
に
よ
っ

て
自
立
し
た
経
済
基
盤
が
整
っ
て
い
く
過
程
で
神
職
達
に
よ
っ
て
創
始
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

春
日
社
に
お
い
て
は
、
九
月
九
日
に
相
撲
や
舞
楽
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
社
家
日
記
か
ら
確
認
で
き
る（

（1
（

。
ま
た
、『
中
臣
祐
賢
記
』
文
永
九
年

（
一
二
七
二
）
九
月
一
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
二
月
に
後
嵯
峨
院
が

崩
御
し
諒
闇
で
あ
る
た
め
九
日
の
神
事
を
ど
の
よ
う
な
形
式
で
行
う
か
神

職
達
が
相
談
し
な
が
ら
慎
重
に
執
り
行
う
様
子
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
際
、

前
例
の
有
無
を
探
し
、
二
条
院
が
崩
御
し
た
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
と

後
堀
河
院
が
崩
御
し
た
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
の
九
月
九
日
神
事
の
例

を
も
と
に
検
討
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
事
は
少
な
く
と
も
永
万

元
年
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
宮
中
節
会
と
類
似
す
る
神
事
が
十
一
世
紀
後
半
・
十
二

世
紀
以
降
に
形
成
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
神
事
斎
行
自
体

も
宮
中
（
天
皇
）
を
意
識
し
て
執
り
行
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
な
ど
も
垣

間
見
ら
れ
る
。

第
三
章　

節
日
神
事
の
形
成
の
背
景
に
つ
い
て　

　

で
は
、
な
ぜ
十
一
世
紀
後
半
・
十
二
世
紀
頃
に
神
社
で
、
特
に
宮
中
節

会
の
要
素
に
類
似
す
る
神
事
が
形
成
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
形
成
の
背
景
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
節
日
神
事
と
同
時
代
に
創
始
さ

れ
た
他
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。

　

御
国
忌　

石
清
水
社

　
『
宮
寺
幷
極
楽
寺
恒
例
仏
神
事
惣
次
第
』
で
は
、
年
中
行
事
を
「
勅
節

十
箇
度
」「
御
国
忌
四
箇
度
」「
餘
節
十
箇
度
」
の
三
つ
に
区
分
し
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
「
御
国
忌
四
箇
度
」
は
、
祭
神
に
関
わ
る
崩
御
日
を
御
国
忌

と
し
て
年
中
行
事
化
し
た
も
の
で
、比
咩
大
神
御
国
忌（
正
月
二
十
三
日
）・

仲
哀
天
皇
御
国
忌
（
二
月
六
日
）・
応
神
天
皇
御
国
忌
（
二
月
十
五
日
）・

神
功
皇
后
御
国
忌（
四
月
十
七
日
）か
ら
な
る
。『
年
中
用
抄
』に
よ
る
と
、

第
二
十
代
別
当
清
成
の
時
に
比
咩
大
神
、
仲
哀
天
皇
、
応
神
天
皇
の
御
国

忌
が
、
第
二
十
一
代
別
当
清
秀
の
時
の
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
に
神
功

皇
后
の
御
国
忌
が
、
そ
れ
ぞ
れ
創
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
。
両
別

当
は
、
十
一
世
紀
中
後
期
に
そ
の
職
に
あ
り（

11
（

、
明
確
な
創
始
年
代
は
示
さ

れ
な
い
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
頃
に
御
国
忌
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
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理
解
で
き
る
。

　

そ
も
そ
も
「
国
忌
」
と
は
、
皇
祖
・
先
皇
・
母
后
な
ど
の
命
日
を
対
象

と
し
た
国
家
的
な
忌
日
の
こ
と
で
、
天
武
天
皇
の
一
周
忌
が
持
統
天
皇
元

年
（
六
八
七
）
九
月
九
日
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
が（

1（
（

初
例
と
さ
れ
、
こ
れ
以

降
、
忌
日
に
は
追
善
の
国
忌
斎
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
大
宝
二
年

（
七
〇
二
）
に
は
天
智
天
皇
と
天
武
天
皇
の
忌
日
を
廃
務
と
し
て
天
皇
が

政
務
を
行
わ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ（

11
（

、
朝
廷
で
の
国
忌
の
制
度
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

石
清
水
社
の
国
忌
に
つ
い
て
、
一
見
、
こ
の
よ
う
な
朝
廷
行
事
に
由
来

す
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
天
智
天
皇
以
前
の
天
皇
の
忌
日
に
つ
い

て
は
国
家
で
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
石
清
水
社
が
独
自
に

作
り
上
げ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
横
井
靖
仁
氏
は
、
石
清

水
社
で
の
国
忌
を
設
け
る
こ
と
で
祭
神
と
皇
祖
霊
の
一
体
化
を
図
る
こ
と

を
神
社
側
が
意
図
し
た
こ
と
、
行
事
内
容
が
懺
法
と
護
国
経
典
の
講
会
を

組
み
合
わ
せ
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
国
家
の
守
護
神
と
し
て
の
性
格
が

よ
り
強
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。

　

十
一
世
紀
中
後
期
、
石
清
水
社
側
が
朝
廷
の
国
忌
に
准
じ
る
よ
う
な
形

で
祭
神
の
国
忌
を
神
社
独
自
に
創
始
し
、
年
中
行
事
化
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
の
で
あ
る
。

　

御
神
事
（
旬
御
供
）　

春
日
社

　

次
に
春
日
社
の
御
神
事
（
旬
御
供
）
に
つ
い
て
着
目
し
た
い
。
表
1
で

示
し
た
よ
う
に
安
貞
三
年
（
一
二
二
九
）
の
『
安
貞
三
年
所
謂
寛
喜
元
年

恒
例
臨
時
御
神
事
日
記
』
に
毎
月
一
日
、
十
一
日
、
二
十
一
日
に
「
御
神

事
」
と
し
て
行
わ
れ
、
神
前
に
御
供
を
供
え
る
様
子
が
う
か
が
え
る（

11
（

。

　

文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
に
若
宮
神
主
が
記
し
た
『
中
臣
祐
賢
春
日

御
社
縁
起
注
進
文
』
に
よ
る
と
、
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
に
「
関
白
殿

下
毎
月
三
旬
御
供
始
被
レ

奉
二

備
進
一

之
」
と
あ
り
、
当
時
の
摂
関
家
氏
長

者
藤
原
忠
通
に
よ
っ
て
創
始
し
た
旨
が
見
え
る
。
さ
ら
に
近
世
期
の
社
家

が
記
し
た
史
料
と
な
る
が
、『
濫
觴
記
』
に
よ
る
と
、
創
始
に
つ
い
て
は

保
安
二
年
に
摂
関
家
氏
長
者
の
藤
原
忠
通
の
時
に
、
父
で
あ
る
忠
実
の
意

向
で
始
ま
っ
た
と
す
る
。
こ
の
旬
御
供
の
創
始
に
つ
い
て
荒
井
清
志
氏

は（
11
（

、
忠
実
の
御
願
に
よ
っ
て
保
安
二
年
九
月
二
十
一
日
の
創
始
し
た
日
の

み
に
金
屋
殿
官
人（
神
祇
官
人
）が
神
事
に
奉
仕
し
て
い
る
こ
と（

11
（

に
触
れ
、

本
来
、
春
日
社
一
社
で
行
わ
れ
る
神
事
で
あ
る
の
に
神
祇
官
人
が
奉
仕
し

た
こ
と
は
、
神
祇
官
で
行
わ
れ
て
い
た
旬
御
供
を
確
実
に
春
日
社
に
受
容

さ
せ
る
た
め
に
官
人
が
派
遣
さ
れ
、
旬
御
供
に
の
み
用
い
る
祭
器
具
（
八

足
机
。
打
敷
、
丸
盆
）
も
こ
の
時
に
宮
中
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
指
摘
す

る（
11
（

。

　

春
日
社
の
旬
御
供
は
、
十
二
世
紀
初
期
に
宮
中
よ
り
受
容
さ
れ
た
も
の
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で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
廷
と
直
接
的
な
繋
が
り
の
あ
る
祭
祀
と
い
え
る
も

の
の
、
朝
廷
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
神
社
側
で
あ
る
氏
長
者

が
主
体
と
な
り
創
始
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。

　

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
十
一
世
紀
中
後
期
か
ら
十
二
世
紀
に
年
中

行
事
と
し
て
創
始
さ
れ
た
石
清
水
社
の
御
国
忌
と
、春
日
社
の
御
神
事（
旬

御
供
）
を
み
て
き
た
。
い
ず
れ
も
神
社
側
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
宮
中

で
行
わ
れ
て
い
た
行
事
に
倣
う
か
た
ち
で
形
成
さ
れ
た
歴
史
の
一
端
が
う

か
が
え
る
。

　

神
社
の
年
中
行
事
観
と
時
代
背
景

　

次
に
、
宮
中
行
事
に
準
ず
る
よ
う
な
内
容
が
神
社
で
創
始
さ
れ
る
背
景

は
何
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
回
対
象
と
し
た
神
社
の
歴
史
的
背
景
を
み
て

い
く
と
、平
安
時
代
以
降
、律
令
祭
祀
制
か
ら
次
第
に
公
祭
や
名
神
奉
幣
、

十
六
社
・
二
十
二
社
制
、
神
社
臨
時
祭
の
恒
例
化
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、

特
定
の
神
社
に
対
す
る
天
皇
の
信
仰
や
内
廷
と
の
関
係
に
基
づ
く
新
た
な

国
家
祭
祀
（
平
安
祭
祀
制
）
が
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
に
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

特
に
注
目
で
き
る
の
は
、
平
安
祭
祀
制
の
な
か
で
、
天
皇
自
身
の
意
志

に
基
づ
く
「
御
願
」
祭
祀
と
し
て
、
天
皇
が
祭
使
と
と
も
に
社
頭
近
辺
の

御
在
所
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら
は
祭
使
が
赴
き
神
前
で
天
皇
の
御
願
を
伝
え

る
最
も
丁
重
な
作
法
に
よ
る
神
社
行
幸
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る（

11
（

。

　

神
社
行
幸
は
、
朱
雀
天
皇
の
例
が
最
も
早
く
、
承
平
・
天
慶
の
乱
平
定

の
報
賽
と
し
て
行
わ
れ
た
石
清
水
臨
時
祭
の
二
日
後
、
天
慶
五
年

（
九
四
二
）
四
月
に
初
め
て
賀
茂
行
幸
が
行
わ
れ
た（

11
（

。
ま
た
天
元
二
年

（
九
七
九
）
円
融
天
皇
の
宿
願
で
、
三
月
二
十
七
日
に
石
清
水
臨
時
祭
に

重
ね
て
石
清
水
行
幸
が
始
め
ら
れ
た（

11
（

。円
融
朝
で
は
石
清
水
社
・
賀
茂
社
・

平
野
社
の
行
幸
が
、
一
条
朝
に
は
さ
ら
に
春
日
社
・
大
原
野
社
・
松
尾
社
・

北
野
社
、
後
三
条
朝
か
ら
は
日
吉
社
・
稲
荷
社
・
祇
園
社
が
加
わ
り
十
社

行
幸
が
定
め
ら
れ
、
即
位
後
の
代
始
儀
式
の
一
環
と
し
て
定
例
化
し
て
い

く（
1（
（

。
さ
ら
に
白
河
天
皇
の
時
に
隆
盛
し
、
特
に
石
清
水
・
賀
茂
社
行
幸
に

関
し
て
は
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
に
両
社
へ
毎
年
行
幸
を
行
う
こ
と
を

定
め
た（

11
（

。
ま
た
、
白
河
天
皇
は
院
に
な
る
と
、
自
ら
の
信
仰
的
営
み
に
よ

り
霊
験
の
あ
る
社
を
自
由
に
選
び
祈
願
を
す
る
神
社
御
幸
の
例
を
開
く
。

天
皇
の
時
の
よ
う
な
制
約
は
な
く
、直
接
神
前
ま
で
詣
で
る
こ
と
が
で
き
、

自
ら
の
系
統
に
繋
が
る
皇
位
継
承
な
ど
上
皇
個
人
の
皇
統
を
護
持
す
る
た

め
の
祈
願
が
中
心
と
な
っ
た（

11
（

。

　

石
清
水
社
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
春
日
社
な
ど
は
、
ま
さ
に
、
天
皇
や
院

の
御
願
祭
祀
の
中
心
的
な
神
社
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
特
に
賀
茂
別
雷
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神
社
と
春
日
社
は
氏
族
が
共
同
で
祀
る
氏
神
祭
祀
の
場
か
ら
、
天
皇
・
院

を
中
心
と
す
る
秩
序
を
守
護
す
る
神
社
と
し
て
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
神
社
行
幸
や
御
幸
に
際
し
て
、
天
皇
や
院
は
、
神
社
に

対
し
て
土
地
を
寄
進
し
た
り
、
社
司
の
加
設
、
加
階
を
し
て
、
神
社
の
経

済
基
盤
の
安
定
化
と
神
職
の
組
織
化
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
ま
で
の
時
代

の
神
社
と
は
違
う
、
自
立
的
な
体
制
を
も
つ
神
社
の
誕
生
の
大
き
な
契
機

と
な
っ
た（

11
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
は
、

天
皇
・
院
・
摂
関
家
ら
に
よ
っ
て
、
境
内
で
の
仏
教
法
会
の
執
行
や
、
仏

教
施
設
の
設
置
な
ど
、
神
社
の
神
仏
習
合
化
が
進
め
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
自
立
的
な
体
制
を
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た
神
社
に
と
っ
て
、

逆
に
仏
教
と
は
一
線
を
画
し
た
神
社
と
い
う
自
覚
を
促
し
た
と
し
て
も
不

思
議
で
は
な
く
、
新
た
な
恒
例
神
事
を
形
成
す
る
一
つ
の
動
機
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
節
会
や
旬
御
供
、
御
国
忌
な
ど
、
宮
中
で
天
皇
が

中
心
と
な
り
実
施
し
て
き
た
儀
礼
・
行
事
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
、
宮

中
と
の
つ
な
が
り
を
指
向
す
る
行
事
の
成
立
す
る
素
地
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
神
社
年
中
行
事
を
構
成
す
る
恒
例
神
事
・
行
事
の
形
成
に
つ

い
て
、大
枠
で
は
あ
る
が
、二
十
二
社
の
上
位
社
を
対
象
に
比
較
検
討
し
、

そ
の
背
景
を
考
察
し
た
。

　

本
稿
で
は
主
に
節
日
神
事
に
着
目
し
て
み
た
が
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら

十
二
世
紀
に
か
け
て
宮
中
節
会
に
類
似
す
る
内
容
の
神
事
が
創
始
さ
れ
、

実
際
に
は
神
職
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
関
係
者
が
務
め
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
宮
中
の
節
会
に
由
来
す
る
所
役
が
設
け
ら
れ
た
石
清
水
社
の
例
に
見

る
よ
う
に
、
宮
中
（
天
皇
）
を
意
識
し
、
つ
な
が
り
を
演
出
す
る
よ
う
な

形
で
神
事
を
執
り
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

そ
れ
が
節
日
神
事
だ
け
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同
時
期
に
創
始
さ
れ
た
石

清
水
社
の
御
国
忌
や
春
日
社
の
旬
御
供
の
例
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
に
新
た
に
生
れ
た
神
社
年
中
行
事
は
、
各
神
社

が
主
体
と
な
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
宮
中
で
行
わ
れ
て
い

た
行
事
に
倣
う
形
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

　

こ
の
う
ち
、
神
社
が
主
体
と
な
っ
て
の
年
中
行
事
の
形
成
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
経
済
基
盤
の
確
立
や
神
職
組
織
の
整
備
に
よ
る
神
社
の
体

制
の
強
化
、
そ
し
て
天
皇
・
院
・
摂
関
家
に
よ
る
神
社
へ
の
神
仏
習
合
化



神社年中行事の形成背景─ 1（ ─

を
受
け
た
神
社
の
神
祇
祭
祀
の
場
と
し
て
の
自
覚
の
高
ま
り
の
あ
っ
た
こ

と
を
、
背
景
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
何
と
言
っ
て
も
、
こ
の
時
期
に
展
開
す
る
神
社
行
幸
・
御
幸

に
よ
る
神
社
へ
の
格
別
な
崇
敬
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
宮
中
行
事
に
倣
う
形

を
と
っ
た
こ
と
の
背
景
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
天

皇
・
院
に
つ
い
て
、「
御
願
」
の
対
象
と
な
り
、
直
接
的
な
結
び
つ
き
が

生
ま
れ
、
天
皇
・
院
を
中
心
と
す
る
秩
序
を
守
護
す
る
神
社
と
し
て
の
神

威
の
高
ま
り
の
中
で
、
宮
中
で
行
わ
れ
て
来
た
行
事
の
形
が
、
新
た
な
行

事
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

注（1
） 

拙
稿
「
神
社
年
中
行
事
研
究
の
現
状
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
大
學
研

究
会
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
年
報
』
第
十
号
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進

機
構
日
本
文
化
研
究
所
、
平
成
二
十
九
年
）

（
2
） 

用
い
た
神
社
年
中
行
事
史
料
は
以
下
に
し
め
す
。

 

　

・ 

石
清
水
社
―
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
に
別
当
法
印
輝
清
が
記
し
た
『
宮
寺

極
楽
寺
恒
例
佛
神
事
惣
次
第
』（『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
四　

年
中
神
事
・

服
忌
・
社
参
』
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
、
昭
和
四
十
八
年
）

 

　

・ 

賀
茂
別
雷
神
社
―
嘉
元
年
間
（
一
三
〇
三
～
一
三
〇
六
）
頃
に
神
主
賀
茂
経

久
が
記
し
た
『
賀
茂
別
雷
神
社
嘉
元
年
中
行
事
』（『
日
本
祭
礼
行
事
集
成
』

第
三
巻
、
平
凡
社
、
昭
和
四
十
五
年
）。
賀
茂
別
雷
神
社
の
年
中
行
事
を
知

る
上
で
最
も
古
い
史
料
。

 

　

・ 

春
日
社
―
安
貞
三
年（
一
二
二
九
）に
若
宮
神
主
の
中
臣
祐
定
が
記
し
た『
安

貞
三
年
所
謂
寛
喜
元
年
恒
例
臨
時
御
神
事
日
記
』（『
春
日
社
日
記
』
一
、
春

日
大
社
社
務
所
、
昭
和
三
十
二
年
）
た
だ
し
、
九
月
九
日
の
相
撲
・
舞
楽
の

記
載
に
つ
い
て
は
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）『
中
臣
祐
賢
記
』
の
史
料
（『
春

日
社
日
記
』
二
、
春
日
大
社
社
務
所
、
昭
和
三
十
二
年
）
を
用
い
て
補
っ
た
。

 

　

・ 

松
尾
社
―
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
の
『
松
尾
社
年
中
神
事
次
第
』（
社
蔵

文
書
一
〇
七
五
号
『
松
尾
大
社
史
料
集　

文
書
編
三
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

五
十
七
年
）

（
（
） 

拙
稿
「
神
社
年
中
行
事
に
お
け
る
基
礎
的
考
察
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―

文
学
研
究
科
―
』
第
三
十
八
輯
、
國
學
院
大
學
大
学
院
、
平
成
十
九
年
）

（
（
） 

岡
田
莊
司
「
平
安
前
期　

神
社
祭
祀
の
公
祭
化
」（『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年
初
出
：
昭
和
六
十
一
年
）

（
（
） 

上
島
享
「
第
三
章　

中
世
宗
教
支
配
秩
序
の
形
成
」（『
日
本
宗
教
社
会
の
形
成
と

王
権
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
平
成
二
十
二
年
）

（
（
） 

嵯
峨
井
建
『
神
仏
習
合
の
歴
史
と
儀
礼
空
間
』
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
五
年
）

（
（
） 

井
原
今
朝
男
「
中
世
の
五
節
供
と
天
皇
制
」『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
校
倉

書
房
、
平
成
十
一
年
、
初
出
：
平
成
三
年
）

（
8
） 

山
中
裕
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
塙
書
房
、
昭
和
四
十
七
年
）、
古
瀬
奈
津
子
「
律

令
国
家
権
力
の
変
質
と
儀
式
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
十
四

集　

国
立
歴
史
博
物
館
、
平
成
九
年
）、
大
日
方
克
己
『
古
代
国
家
と
年
中
行
事
』

講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
二
十
年
）

（
9
） 

例
え
ば
石
清
水
社
『
宮
寺
幷
極
楽
寺
恒
例
佛
神
事
次
第
』
正
月
元
日
条
、
松
尾
社

の
『
松
尾
年
中
神
事
次
第
』
五
月
五
日
条
を
み
る
と
、
同
様
の
構
造
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
春
日
社
は
、
中
世
・
近
世
の
年
中
行
事
史
料
か
ら
は
、
直
会
饗
膳
に
関
し

て
確
認
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
構
成
要
素
は
ほ
ぼ
同
様
の
構
造
と
な
っ
て

い
る
。

（
10
） 

拙
稿
「
神
社
年
中
行
事
に
お
け
る
基
礎
的
考
察
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
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文
学
研
究
科
―
』
第
三
十
八
輯
、
國
學
院
大
學
大
学
院
、
平
成
十
九
年
）

（
11
） 
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
社
家
の
今
西
祐
舎
ら
が
撰
進
し
た
『
濫
觴
記
』
に
「
節

供
御
神
供
始　

人
皇
七
十
三
代
堀
河
院
御
宇
三
年
幸
巳
九
月
九
日
始
而
備
進
之
」

と
あ
る
。

（
12
） 

拙
稿
「
中
世
春
日
社
年
中
行
事
の
成
立
過
程
と
藤
原
摂
関
家
―
節
日
行
事
を
中
心

に
―
」（『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
号
、
國

學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）

（
1（
） 

拙
稿「
神
社
年
中
行
事
の
形
成
と
意
義
─
賀
茂
別
雷
神
社
と
春
日
社
を
事
例
に
─
」

（『
神
道
宗
教
』
第
二
六
三
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
令
和
三
年
刊
行
予
定
）

（
1（
） 

拙
稿
「
国
家
節
会
か
ら
神
社
年
中
行
事
へ
―
五
月
五
日
行
事
を
事
例
と
し
て
―
」

（『
神
道
宗
教
』
第
二
四
六
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
平
成
二
十
九
年
）

（
1（
） 『
宮
寺　

五
月
五
日
神
事
競
馬
流
鏑
馬
事
』
の
「
雑
例
」
の
な
か
で
「
別
当
官
弟

子
勤
仕
少
将
代
例　

付
用
又
代
官
事　

大
治
二
年
五
月
五
日
、
甲
午
、
法
印
光
清

弟
子
、
糸
與
若
弟
五
郎
」
と
み
え
、
騎
射
神
事
の
な
か
で
少
将
代
を
務
め
た
人
物

が
確
認
で
き
る
最
も
早
い
例
で
あ
る
。

 

五
月
五
日
神
事
で
登
場
す
る
少
将
代
は
、
宮
中
の
五
月
五
日
節
会
の
騎
射
の
担
い

手
で
あ
っ
た
近
衛
府
の
官
人
、
近
衛
少
将
に
見
立
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1（
） 『
賀
茂
別
雷
神
社
嘉
元
年
中
行
事
』
正
月
七
日
条
、
五
月
一
日
条
、
五
月
五
日
条
、

九
月
八
日
条
・
九
日
条

（
1（
） 

拙
稿　

前
掲
注
十
三
・
十
四

（
18
） 『
中
臣
祐
賢
記
』
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
九
月
九
日
条
・
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）

九
月
九
日
条
、
な
ど

（
19
） 

拙
稿
「
神
社
年
中
行
事
の
成
立
過
程
と
宮
中
行
事
に
関
す
る
一
考
察
―
相
撲
行
事

を
事
例
と
し
て
」（『
文
部
科
学
省　

私
立
大
学
学
術
高
度
化
推
進
事
業
オ
ー
プ
ン
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業　

成
果
論
集　

モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵

と
実
践
』
平
成
二
十
四
年
）

（
20
） 『
石
清
水
皇
年
代
記
』
上
に
よ
れ
ば
、
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
四
月
二
十
七
日

に
清
成
が
別
当
職
を
清
秀
に
譲
り
、
検
校
と
な
っ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。（『
石
清

水
八
幡
宮
史
』　

史
料
第
四
輯
、
祠
官
編
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年
、

初
出
：
昭
和
九
年
）

（
21
） 『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
元
年
（
六
八
七
）
九
月
九
日
条

（
22
） 『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
十
二
月
二
日
条

（
2（
） 

横
井
靖
仁
「
石
清
水
八
幡
宮
と
中
世
初
期
の
王
権
」（『
年
中
行
事
・
神
事
・
仏
事
』

遠
藤
基
郎
編
、
竹
林
舎
、
平
成
二
十
五
年
）

（
2（
） 

建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
の
『
中
臣
祐
明
記
』
で
は
「
旬
御
供
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

（
2（
） 

荒
井
清
志
「
春
日
社
の
旬
御
供
（
旬
祭
）
に
つ
い
て
」（「
第
六
章　

春
日
大
社
の

式
年
造
替
」 

図
録
『
特
別
展　

春
日
大
社　

千
年
の
至
宝
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
読
売
新
聞
社 

、
平
成
二
十
九
年
）

（
2（
） 『
中
臣
祐
賢
記
』
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
五
月
一
日
条
に
引
か
れ
る
同
年
三
月

付
の
「
南
郷
神
人
等
重
陳
状
」
に
「
就
中
、
依
知
足
院
殿
御
願
、
保
安
二
年
九
月

二
十
一
日
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
御
幣
・
散
米
等
、
金
屋
殿
官
人
各
着
襷
襅
、
令

参
仕
社
壇
（
以
下
略
）」
と
し
て
、
藤
原
忠
実
（
知
足
院
殿
）
の
御
願
に
よ
っ
て

始
ま
り
、こ
の
日
は
官
人
が
仕
え
て
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。荒
井
氏
は
、

前
掲
注
2（
の
な
か
で
、
こ
の
官
人
を
神
祇
官
人
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
2（
） 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
注
進
文
の
写
し
と
さ
れ
る
『
春
日
社
年
中
行
事
』
の

正
月
元
日
条
に
よ
れ
ば
、
旬
御
供
を
奉
る
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
神
事
に

し
か
用
い
な
い
「
八
足
机
」、「
打
敷
」
な
ど
の
祭
器
具
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
28
） 

岡
田
莊
司「
第
二
編　

第
七
章　

神
社
行
幸
の
成
立
」『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』

（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年　

初
出
：
平
成
三
年
）

（
29
） 『
本
朝
世
紀
』
天
慶
五
年
四
月
二
十
九
日
条

（
（0
） 『
日
本
紀
略
』
天
元
二
年
三
月
二
十
七
日
条
、

（
（1
） 
岡
田
莊
司　

前
掲
注
28　

（
（2
） 『
扶
桑
略
記
』
承
保
三
年
三
月
四
日
条



神社年中行事の形成背景─ 1（ ─
（
（（
） 

岡
田
莊
司　

前
掲
注
28

（
（（
） 

三
橋
正
「
第
二
編
第
三
章
神
主　

第
二
節
中
世
的
「
神
社
神
主
」
の
形
成
」（『
日

本
古
代
神
祇
制
度
の
形
成
と
展
開
』
法
蔵
館
、
平
成
二
十
二
年
）

（
（（
） 

賀
茂
別
雷
社
と
春
日
社
の
事
例
を
拙
稿　

前
掲
注
1（
で
示
し
た
。


